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９ 里山と政策分科会 
 

 
 
 
 「里山と子ども」という観点から政策について参加者で
考えました。三つの事例をまずお話いただきました。 
 １つ目は周りの里山の中で地域の大人たちをまき込んで
子どもたちを育てている自称里山保育園の取り組み。 
  次に子どもたちを自然の中で、育てたいという強い思い
から、自分たちで里山にプレーワークを作ったお母さんた
ちの取り組み。 
  最後に、いわゆる都市公園、都市部にある普通の公園で
はない、里山を活用した子どもたちのための公園（森）作
りを行っている自治会の新たな取り組み。 
 この三つの事例をもとに意見交換しました。 
  豊かな自然の中で子どもたちを育てたいという思いは誰
もが望むことですが、現状は自然が失われて、子どもたち
が実体験できる場がなくなっています。 
 このような中で政策というものを考えた時に、私たちに何
ができるのか、やはり思いを実現させていくためには動き
出す勇気、自分たち自ら声を出して、場をつくったり、人
を巻き込んだり、人とつながり、行政とも連携して、自分
たち自身で政策作りに取り組んでいかなくてはいけないと
いうまとめになりました。 
                                        (内山 真義) 
 
 
 

１０ 里山と観光分科会 

 

 
 

 午前中の参加者は 20名でした。現状としましては里山と
観光について、観光にもあるように、当事者は努力してお
りますがゴミは多くてなかなか癒しの場にならないという
ような例もありました。里山に対するイメージが悪いとい
うことになります。 
 結論としましては当事者だけで協力してもなかなか思う
ようにならないと。人出と支援を仰ぎながら、幅広い活動
をしたいということでございます。 
 我々としましては、里山を見る側と管理する側の意見の
違いもありますので、そういうつなぎ役に徹していきたい
と思います。 
 まとめとしまして、観光として里山には目だけで楽しむ
のではなく、時には目をつぶり五分でも風の音、風のにお
いを楽しんでみたことがあるとおもいます。 
 また里山のお土産としましては足元に咲いている花の名
前の一種類でも、木の名前の一種類でも覚えて帰ってもら
えたらいいと思います。 
 今日の分科会は前夜祭です。本番は 6 月 18 日 19 日と丸
山町で行います。皆さんよろしくお願いします。 
                                           (横山 武) 
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１１ 里山と水循環分科会 

 

 
 始めに千葉大の佐倉先生から里山の水循環というテーマ
でお話していただきました。 
雨が降って地下に滲み込み、湧水として出てくるまでの
段階のお話しで、地下水の補充源は涵養域に降った雨水で
涵養域がとても大切である、また地下水の年齢は様々で一
千年を超す水も有るということ、などです 
事例発表というかたちで、千葉県の方から印旛沼の周域
に「みためし行動」で、湧水復活の為の雨水浸透枡の推進、
生活廃水の改善、エコ農業の推進などを実施しているとい
う話、柏市にある名戸ヶ谷ビオトープを作る会は「湧水と
子供達」というビオトープを通じて子供たちの活動の話。
佐倉市にある手繰り川を、親水の川づくりとして維持管理
していると言う話。この手繰川は、佐倉市と千葉県と市民
との協働でやっているということでした。 
いま県、市、町、村や県民の方が一緒になって流域の水
循環を良くしようという動きが始まっていますが 
共通の課題は、地下水をいかにキレイに保つかというこ
とで、雨水を汚さずにいかに地下へ浸透させていくかとい
うことです。その結果、綺麗なせせらぎとして流れる水を
望んでいるわけですが、残されたすこしの斜面林を涵養域
として利用することを行政をはじめ県民の皆さんが一体と
なってじっくりと考え取り組んでゆく必要があります。 
 里山保全というかたちで、いろいろと行動されています
が、子どもたちにも伝えていかなければならないのです、
健やかで綺麗な水が流れる川を始めとして、それらを維持
するためにバランスの取れた自然環境が残されていくとい
うことが大事なのだということを子供たちと一緒になって、
体験してゆくことが、結果として里やまの水循環を維持し
てゆくことになるのではないでしょうか。  (荒尾繁志) 

１２ 里山と野生動物分科会 

 
 

 
 私達は、今日の午前中に里山の野生動物との共存を考える、
というテーマで分科会を行いました。最初に基調講演とし
て、羽山伸一先生（日本獣医畜産大学獣医学部助教授・野
生動物学教室）に 50分お話を頂き、その後、パネルディス
カッションに移行し、4人の専門家の方々をお招きし活発な
議論を行っていただきました。現状としては、千葉県は外
来種の問題が浮上しています。アカゲザルやキョン、カミ
ツキガメやアライグマなどの外来動物の生息報告がなされ
ています。また猿、猪、鹿といった大型野生哺乳類による
農作物被害が深刻です。ニホンザルの有害駆除数も千葉県
は全国で一位という現状にあります。本日の分科会のまと
めとしては、「野生動物対策は町ぐるみで」。地域づくりと
リンクしながら、住民と情報を共有し、やる気を出させた
り、民間を交えた戦略計画をたてていくことの必要性。さ
らに、女性や子どもも含めた様々な立場や視点からの「地
域の将来」といったイメージをきちんと構築し、また専門
技術者を配置したり、自然環境管理機関を創設するという
課題が挙げられていました。以上です。 
                                        (中野真樹子) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


